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福富地区の現状について

１

大
橋
川

塩楯島

③から上流をのぞむ
③

①

①中海大橋から上流をのぞむ

④

④対岸からの風景



 

大橋川左岸下流部（福富地区）の築堤護岸について、環境保全措置の検討を行う。



 

福富地区は護岸前面に寄州が形成され、水際にはヨシ群落、水域にはコアマモ群落が広がる。

②

②から下流をのぞむ
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工事範囲について



 

築堤護岸の整備を行い、上流側では一部拡幅を行う区間である。



 

築堤は段階施工としてＨＷＬ堤までを全川にわたり整備した後、計画堤防高まで整備し完成堤とする。

前出し護岸（一部荷揚場整備予定）引堤護岸 現位置

整備区間

 

Ｌ＝約1.5km

２

位置図 横断図



３

現地調査の結果

調査で確認された種

オオクグ
オオクグ群落

分類 種・群落名 確認個体数等 確認場所 調査時期

動 物

ヒトハリザトウムシ 14個体（6箇所）

 

＋

 

移植230個体※2 全域
平成24年9月中旬
（移植は平成23年度）

カワザンショウガイ類※1 約10.5万個体（64箇所）

 

＋

 

移植15個体※2 全域

植 物
オオクグ群落

群落

 

約800m2

パッチ状

 

92箇所（推定5万株程度）
全域

平成24年9月中旬

コアマモ・コアマモ群落
群落

 

約2,900m2

パッチ状

 

289箇所
全域

生態系
ヨシ群落 約15,900m2 全域 平成24年8月上旬

※1

 

現地では種同定が不確かとなるため、カワザンショウガイ類として確認を行った。
※2

 

平成23年度に下流寄州において追子地区で採集した個体の移植を行っている。
※3

 

既往調査により当該地で確認されていたヒメシロアサザとカワヂシャ(いずれも平成16年度確認)については、現地確認されなかった。

コアマモ ヨシ群落

（分布範囲は別図（参考－３）参照）



 

工事着手前の保全対象種・群落の現地調査を実施した。
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福富地区の環境保全措置（案）

当初計画：２割護岸

変更計画：５分護岸

生育場
（約4～6m）

・生育場幅を広く確保。
・現況の護岸形状と同じであり景観上も大きな変化が生じない

生育場
（約1m）

現況植生の保存が可能。

現況河床がすべて改変される。

生育場幅が狭い

４

現況護岸が急勾配護岸であることから、当初計画の緩勾配（２割）の土堤整備から急勾配護岸（５分）

 に堤防形状を変更し、流下断面を確保しつつ可能な限り生育場の整備を図る。

現況護岸

現況護岸
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下流部（寄州部）の保全措置（案）

現況護岸はＨＷＬより低い
ＨＷＬとの差は３０ｃｍ程度 現況護岸高がＨＷＬより高い縦断図

平面図

５

大橋川



 

福富地区下流部は護岸が整備されており、現況護岸高はＨＷＬ（計画高水位）より高い区間と、ＨＷＬ

 より３０ｃｍ低い区間がある。

寄州を現況保存することにより、
現在の生育・生息環境を維持する。盛土

基本方針に対応する河川の断面形

現況ヨシ群落保存
（ヒトハリザトウムシ・カワザンショウガイ類生息環境）

▽平水位

 

0.3

▽-3.5

1：3.0

管理用道路整備とし、
護岸前面の寄州は改変しない。



 

管理用道路の整備によりＨＷＬの高さを確保し、寄州を現況保存する。



保全対象種・群落毎の環境保全措置（案）のまとめ

６



 
オオクグ群落

 
→

 
①下流寄州の保存による生育場の確保

②工事の影響を受ける範囲内の個体について、生育場を

整備し土壌ごと移植（移植候補地：中海湖岸大井地区、

一部は地区内へ試験移植）



 
コアマモ

 
→

 
①下流寄州の保存による生育場の確保

②工事の影響を受ける範囲内の個体について、生育場を

整備し土壌ごと移植（移植候補地：井手・馬潟地区）



 
ヨシ群落

 
→

 
①下流寄州の保存による生育場の確保

②工事の影響を受ける範囲内の群落について、生育場を

整備し土壌ごと移植



 
ヒトハリザトウムシ・カワザンショウガイ類

→

 
①下流寄州の保存による生息環境の確保

②ヨシ群落の移植に伴い、ヨシ基盤ごと移植

③護岸構造の選定等による生息場の確保に配慮



オオクグの保全措置（案）

７

オオクグ移植基盤

背後表土を沖側へ前出しし、前面にバーム

 
（波浪抑制）の自然形成を図る。



 

福富地区では、オオクグが多く分布している下流寄州を現況保存することによりオオクグの保全を図り、

 改変部については消失面積の大きいヨシ群落を優先的に保全する。



 

中海湖岸の大井地区の移植実験箇所付近に移植適地が広く確認されているため、工事に係るオオク

 グパッチは、大井地区への移植を行う。



 

なお、一部のオオクグについては試験的に福富地区内への移植を行う。

移植実験箇所

大井地区オオクグ移植適地
（1,000m2程度）

福富地区より株移植

参考：竹矢地区
消失面積450m2程度

福富地区
消失面積150m2程度

▽+0.67
（▽T.P.＋0.60）

オオクグ生育基盤高を確保
（現況生育基盤高及び移植実験より決定）



下流前出し護岸区間の消失

 
ヨシ群落の代替場とする。

▽0.3

▽ 0 . 3
▽ 0 . 7

ヨシ・コアマモの保全措置（案）

８

基本方針に対応する河川の断面形

ブロック護岸

 

（1：0.5）

基本方針に対応する河川の断面形

現況コアマモ群落保存

ヨシ生育場
（2m）

影響範囲のコアマモは
生育基盤ごと井手・馬潟地区へ移植

現況ヨシ群落保存ヨシ生育場
（約4m）

前出し護岸区間から移植

仮設矢板範囲内に生育場を設け、現況群

 
落は極力保存する。

コアマモ

仮設矢板

▽平水位

 

0.3

▽-3.5

1：3.0

ブロック護岸
（1：0.5）

▽平水位

 

0.3

▽-3.5

1：3.0

良好な漁場である傾斜部は保存する。

オオクグ生育場
（2m程度）※引堤護岸区間の一部に

 
おいて、試験的にオオク

 
グの移植を行う。

▽0.3

前出し護岸整備区間：コアマモ保存、ヨシ生育場整備（1k200付近）
工事影響範囲外（仮設矢板より外側（川側））は現況の植生を保存
工事影響範囲内（仮設矢板より内側（陸側））に生息する植生等については工事前に移植する。
工事影響範囲内において、新たにヨシの生育場を整備する。

引堤護岸整備区間：ヨシ生育場整備（1k550付近）
引堤とあわせて護岸前面に新たにヨシの生育場を整備する。

現況護岸

現況護岸
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ヨシ・コアマモの保全措置（案）【工事前後の比較】

工事前

工事後
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寄州の現況保存
（現況植生・生息環境の保全）コアマモ現況保存

ヨシ生育場整備

護岸部のヨシが消失し、新たに護岸

 
前面にヨシ生育場を整備

護岸前面に新たにヨシ生育場を整備

荷揚・船揚場付近のコアマモ

 
は消失（移植）

９



ヒトハリザトウムシ・カワザンショウガイ類の保全措置（案）



 

ヒトハリザトウムシ

→

 

昼間は岩陰などに隠れ、また産卵には土が必要なため、奥行きのある空間を有するタイプの

ブロック（ブロック内に石や土砂を充填して多孔質な空間を形成するタイプのブロック）



 

カワザンショウガイ類

→

 

身を潜める凹凸のある、多孔質な表面構造を持つタイプのブロック

内部に充填した石の隙間がザ

 
トウムシ等の生息環境となる。
また、産卵場となりうる環境

 
を整備するため空隙には土砂

 
を確保する。

中詰材
（φ5～15cm程度栗石・砕石など）



 

ヒトハリザトウムシやカワザンショウガイ類などの保全対策として、多孔質な表面構造を持ち、奥行き

 （湿地環境）のある護岸構造を検討する。

１０

凹凸があり、カワザンショウガイ

 
類などが生息しやすい表面構造

奥 行 き の あ る ブ ロ ッ ク
（ 内 部 に 石 等 を 充 填 ）

▽ 平 水 時

標 準 ブ ロ ッ ク

▽ 高 水 時

護 岸

大橋川
平水時の水際

高水時の水際

ヨシ群落

寄石
（現地発生材の流用）

奥行きのあるブロック

護岸整備のイメージ

寄石
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①管理用道路整備
②前出し区間工事用道路敷設
③引堤区間盛土・生育場(代替場)整備

④前出し区間のヨシ群落およびオオクグを移植
⑤工事影響範囲のコアマモ移植

工事手順について

①管理用道路
③盛土・生育場整備

②工事用道路

現況ヨシ群落を避ける 現況植生保存
生息環境保存

現況ヨシ・コアマモ保存

④オオクグ移植

④ヨシ移植

⑤コアマモ移植

工事影響範囲

 
のコアマモ

⑥護岸整備

現況コアマモ保存

⑥前出し区間整備、工事用道路撤去

１１



馬潟町

福富町

八幡町

山本

県

線

港

潟

馬

道

ＪＲ
山陰

本線

中
海
大
橋

福富浄化センター

馬潟郵便局

由貴神社 高
良
神
社

大橋川

公
園

公園

八
幡
児
童
公
園

０／４００

０／２００

０／３００

０／６００

０／７００

０／８００

０／２００

０／３００

０／４００

０／５００

０／７００

０／８００

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

3.7

1.7

4.7

1.8

4.5

2.3

1.3

2.7

1.2

1.3

1.9

1.5

1.5

1.1

16.3

22.2

1.9

1.0

0.9

1.4

1.5

1.4

1.7

3.5

8.4

7.8

13.5

18.3

22.2

2.1

1.6

1.6
2.0

2.0

2.0

2.7

0.6

0.6

1.4

0.6

2.8

1.7

1.1

1.5

1.7

20

10

10

公

０／６００

灘
分
公
民
館

馬
潟
第
３
排
水
樋
門

県営八幡団地

八幡団地集会所

馬潟

馬潟
集会所

馬
潟
第
２
排
水
樋
門

大
井
排
水
樋
門

（捨石）

（捨石）

（捨石）

（捨石）

（捨石）

八

（捨石）

1.1

1.0

１
排
水
樋
門

馬
潟
第

０／５００

（
）

土
地
改
良

竹矢町

馬潟町

県道馬潟港線

手間跨線橋

福
富
公
会
堂

送水管坑

松江市上水道

手間天神社

塩楯島

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

０／９００１／０００

１／１００

１／２００
１／３００

１／４００

１／８００

１／６００

１／４００ １／３００

１／２００

１／１００

１／０００

13.6

2.8

2.4

3.0

2.9

2.1

2.1

1.2

1.3

1.6

11.2

1.7

1.0

1.7

16.6 47.4

20.9

16.5

4.5

7.0

7.4

3.1

3.4
1.5

0.8

1.11.0
0.5

1.1

1.0

12.5

2.2

5.6

5.8

2.7

1.2

1.8

2.7 2.5

49.0

2.9

2.4

8.0

38.6

4.2

0.2

2.7

7.6

1.6

3.66

20

60

50

20

20

10

20

10

20

20

40

30

40

30

1.4

2.4

8.3

０

１／６００

（
捨
石
）

１／５００

１／５００

手間２号樋門

（市）

（

市）

手
間

１
号
樋
門

2.0

- 5

- 8- 5

- 5

0

0

0

0

- 4

- 4

- 5

0



 

当面の整備では下流寄州を現況保存することにより、保全対象種・群落の生息・生育環境を維持する。



 

水域内の改変を最小限に抑え、コアマモ群落を極力現況保存する。工事影響範囲内のコアマモについ

 ては事前に対岸井手・馬潟地区のコアマモ生育場整備区間へ移植する。



 

工事影響範囲内のヨシ群落は引堤護岸区間の護岸前面にヨシ生育場を整備し、移植する。



 

工事影響範囲内のオオクグは中海湖岸大井地区へ移植する。一部はヨシ生育場付近に試験的に移植

 する。

ヨシ現況保存

施工区間（L＝約1.5km）

大橋川

寄州の現況保存
（現況植生・生息環境の保全）

保全措置（案）のまとめ

0
K
4
０

０

１２

コアマモ現況保存

オオクグパッチ

ヨシ群落ヨシ群落

前出し護岸[一部荷揚・船揚場] 現位置整備（管理用道路整備）

ヨシ生育場整備

コアマモ群落

井井手手・馬潟地区・馬潟地区
コアマモ生育場へ移植コアマモ生育場へ移植１

K
5
5
0

平面図

現況（m2） 消失（m2） 整備（m2）

ヨ シ 15,900 1,850 1,500

コアマモ 2,900 500
500

(対岸へ移植)

オオクグ 1,300 150
150

(大井地区へ移植)

引堤護岸

１
K

2
0
0代替場代替場

へ移植へ移植

中海湖岸大井地区中海湖岸大井地区
生育場へ移植生育場へ移植

一部を試験移植一部を試験移植

ヨシ 群落

オオ クグ （群 落）

オオ クグ （パ ッチ ）

コア マモ （群 落）

コア マモ （パ ッチ ）

【  凡 　例  】

ヒ トハ リザ トウ ムシ

カ ワザ ンシ ョウ ガイ類

※オオクグについてはパッチを含めた面積。
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